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甘広報や、で令
の

健

康

⑲

保
健
衛
生
農

強
い
歯
は
妊
娠
中
の
食
事
で

む
し
曲
に
な
り
に
ィ
、
い
強
い
柵
を

作
る
た
め
に
は
と
う
し
た
ら
よ
い
で

し
た
う
か
、
乳
価
は
、
赤
ら
ヾ
ん
が

ハ
ー
ま
わ
る
畔
に
は
胸
ィ
、
さ
の
小
に
か

／
、
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
と
ぐ
ち

あ
が
り
て
い
る
状
態
な
の
で
う

わ
丹
さ
ん
が
、
妊
娠
に
‥
八
か
∴
ノ
い

て
い
′
㌧
日
時
州
で
し
、
胎
児
が
否
つ

の
レ
一
▲
諸
に
腑
も
リ
ノ
、
∴
∴
n
T
ト
U
n

ま
㌻
rそ

こ
で
、
強
い
僻
を
作
る
た
め
に

は
、
妊
娠
中
の
わ
は
さ
ん
が
■
食
．

食
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
で
食
1
i
に

は
．
量
を
つ
け
て
ド
さ
い
r
　
特
に
、
†

孔
、
孔
製
‖
…
、
在
l
肉
、
人
．
兄
畑
、
地

物
油
、
い
も
柏
、
緑
苗
即
業
や
果
物

丁
を
と
り
、
，
㈹
い
り
や
け
こ
と
食
べ
■
り

力
∵
ら
小
爪
輔
は
男
め
て
食
へ
る
よ
・
，

に
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
に
必
要
な
栄
憂
素
は
、
カ
ル
ン

ウ
ム
だ
け
と
考
え
る
ガ
が
多
い
よ
う

で
す
。
も
ち
ろ
ん
カ
ル
シ
ウ
ム
は
必

要
で
す
が
、
リ
／
や
ビ
タ
ミ
ン
D
も

重
要
な
働
き
を
し
ま
す
し
、
ホ
ル
モ

ン
に
よ
る
凋
節
も
を
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
　
ま
た
、
僻
の
ヒ
ム
‖
は
た
ん
‖

椚
に
よ
り
て
作
′
1
ら
れ
ま
す
の
ぐ
、

良
門
の
た
人
目
‥
門
を
卜
分
に
と
る
必

革
が
あ
り
ま
す
へ

つ

ま

り

、

ハ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

栄

養
素
を
と
る
と
い
・
！
、
妊
鮎
中
の
わ

付
き
人
に
と
′
て
最
も
基
本
的
な
こ

と
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
鵬
を
丈
夫
に
す

る
た
め
に
も
役
立
つ
の
で
す
。

歯
の
構
造
と
栄
霊
葉

○
的
の
基
質
　
（
L
ム
‖
）
　
は

‥
‥
‥
…
良
質
の
た
ん
r
l
翫

0
柵
の
エ
ナ
メ
ル
餌
の
し
ん
日
は

…

‥

ピ

タ

ミ

／

A

O
鵬
の
縁
牙
餌
の
L
ム
日
は

…

‥

ビ

タ

ミ

ン

C

O
カ
ル
シ
ウ
ム
の
代
謝
や
石
灰
化
の

調
節
役

…

…

…

ビ

タ

ミ

ン

D

O
ポ
灰
化
の
た
め
の
材
料

…

…

カ

ル

シ

ウ

ム

・

リ

ン

¢
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

※
　
関
目
関
目
、
（
「
轟
r
納
こ
し
番

波
ウ
シ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

町
社
会
福
祉
脇
読
会
へ
十
万
円
の

地
、
伊
波
政
－
さ
ん
よ
り
、
故
伊
　
　
こ
寄
附
が
こ
ぎ
い
ま
し
た
。



広報かでな昭和55年5月2日

始動した役場庁舎建設
県内外の新庁舎を視察

庁舎建言受委員会を発足

公共駐車場及び行政センター計画平面図
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▲昭和弱年の完成を日ざし、暮々と庁舎建設の準備か進められている（施行の段階では若干の賓モもありうる。）

▲吉浜町長より婁■状の交付を受ける。

昭和55年5月2日広報かでな

▲吉浜町長より辞令を受ける‘■■袋さんい

事
手
納
町
庁
舎
等
建
設
委
員
に
対

す
る
辞
令
、
委
嘱
状
交
付
式
が
、
去

る
四
月
二
十
三
日
午
後
三
時
か
ら
、

中
央
公
民
館
小
会
蹟
室
で
行
わ
れ
、

吉
浜
町
長
か
ら
委
員
一
人
一
人
に
辞

令
、
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

吉
浜
町
長
は
、
式
の
中
で
「
析
庁

舎
は
、
百
年
の
計
で
計
画
し
、
後
世

に
悔
い
を
残
さ
を
い
立
派
を
役
場
庁

舎
を
建
設
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

各
委
員
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

交
付
式
の
後
、
第
一
回
の
建
設
香

山
会
譲
を
叩
き
、
委
員
の
互
遺
に
よ

り
香
り
良
に
勝
連
朝
蒲
氏
　
（
助
役
）

副
審
n
技
に
岩
井
凛
倍
氏
　
（
町
縫
合

副
班
長
）
が
邁
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
今
後
の
活
動
日
程
が
話
し
合

わ
れ
、
五
月
七
日
に
糸
満
市
、
宜
野

湾
市
の
庁
舎
視
察
、
五
月
十
二
日
か

ら
十
七
日
ま
で
の
五
泊
六
日
の
日
程

で
広
島
、
岡
山
両
県
の
四
市
町
庁
舎

を
視
察
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

建
設
番
目
は
1
．
六
名
で
、
斯
庁
舎

建
設
に
一
般
性
比
の
声
を
反
映
さ
せ

よ
う
と
い
う
事
で
、
町
内
各
種
相
伴

の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す

次
の
方
々
が
庁
舎
建
設
番
目
に
決

ま
り
ま
し
た
。

嘉
手
納
町
庁
舎
等
建
設
委
員

○
膠
通
朝
蒲
氏
　
　
　
（
助
役
）

○
奥
由
悪
市
氏
　
　
　
（
教
育
長
）

○
池
原
正
夫
氏
　
　
　
へ
総
総
課
長
）

○
浜
元
期
蝉
氏

○
大
成
朝
栄
氏

○
岩
井
義
信
氏

○
比
憂
寛
一
氏

○
宮
城
蔦
壷
氏

0
宮
平
永
治
氏

○
伊
波
　
栄
氏

○
小
磯
正
治
氏

（
建
設
課
長
）

（
町
職
員
代
表
）

（
町
班
会
副
班
長
）

（
町
縫
合
建
設

橙
活
香
月
長
）

（
町
議
会
総
務

財
政
委
員
長
）

（
町
縫
合
文
教

社
会
委
員
鹿
）

（
商
工
会
長
）

（
西
浜
区
自
治

会長）

○
善
友
名
朝
紀
氏
（
高
校
教
諭
）

○
亀
谷
畏
敬
氏

○
神
山
　
兼
氏

0
金
城
房
枝
さ
ん

○
章
友
名
朝
秀
氏

（
町
老
人
ク
ラ
ブ

会長）
（
町
青
年
会
）

（
町
婦
人
全
長
）

（
農
業
青
年
会
）

l
第
一
回
の
纏
世
委
員
会
由

今
後
の
活
動
日
程
が
鮨
し

合
わ
れ
る
。

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

提
州
期
限
は
正
目
末

五
円
は
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金

母
子
年
金
、
準
母
√
年
金
、
遺
児
年

金
、
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
時
期
で
、

用
紙
は
、
コ
ザ
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

こ
の
「
現
況
届
■
は
、
あ
な
た
や

官
族
の
状
態
を
ど
に
変
化
が
な
い
か

を
確
認
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け

ら
れ
る
か
を
調
べ
る
大
切
な
手
続
き

です。も
し
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
選
れ

た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
給
が
止

ま
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
日
ま
で
に

正
し
く
ご
記
入
の
上
、
コ
ザ
社
会
保

険
事
務
所
へ
返
送
し
て
下
さ
い
。

住
所
・
年
金
支
払
機
関
の

変
更
届
は
お
早
く

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、

自
分
の
住
所
や
、
年
金
を
受
取
る
銀

行
・
郵
伸
局
を
変
更
し
た
と
き
は
、

早
目
に
「
住
所
・
支
払
機
関
　
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
∩

も
し
、
変
更
届
が
遅
れ
ま
す
と
金

融
機
関
や
郵
便
局
へ
の
年
金
振
込
・

支
払
通
知
が
旧
住
所
へ
送
ら
れ
た
り

以
前
の
銀
行
や
郵
便
局
の
日
産
へ
年

金
が
振
り
込
ま
れ
る
か
、
‖
座
が
す

で
に
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
年

金
の
振
込
み
が
で
き
な
く
な
り
本
人

が
大
変
関
る
こ
と
に
在
り
ま
す
。

住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
の
撲
出
先

小
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金

東
京
都
杉
並
区
高
井
．
目
顔
三
ノ

丘
ノ
二
四
　
〒
－
∵
六
八

社
会
保
険
庁
・
年
金
保
険
部
・

業
務
荊
二
謀

②
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子

年
金
、
書
婦
年
金
、
遺
児
年
金

町
役
場
・
住
艮
謀
国
民
年
金
係

母
子
保
健
推
進
委
員
決
ま
る

1
母
子
保
健
の
向
上
に
寄
与
　
－

去
る
、
四
日
一
一
十
三
日
、
中
央
公

民
館
小
会
蹟
室
に
於
て
、
母
子
保
健

推
進
委
白
の
任
期
膚
了
に
伴
を
い
、

新
し
く
二
十
名
の
方
々
に
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

母
子
保
健
推
進
委
白
と
は
、
町
の

行
な
う
母
子
保
健
事
集
の
充
実
を
図

り
、
母
性
及
び
乳
幼
児
に
対
す
る
保

健
相
樺
、
健
康
診
盃
、
そ
の
他
の
措

置
を
講
じ
、
母
子
保
健
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
段
適
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

香
山
の
任
期
は
二
カ
年
で
、
人
′
期

は
新
し
く
五
名
の
方
が
入
れ
持
わ
り
、

二
十
名
の
方
々
に
吉
浜
町
長
か
ら
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
二
十
名
の
方
々
が
母
√
保
健

推
進
委
由
に
決
ま
り
ま
し
た
。

母
子
保
健
推
進
室
i

O
小
橋
川
幸
子
さ
ん
　
（
東
　
区
）

屋
　
良
　
九
二
五

○
池
原
美
恵
子
さ
ん
　
（

尾
　
長
　
二
〇
ノ
一

〇
金
城
廣
子
さ
ん
　
　
（

〇
校
堂
豊
子
さ
ん
　
　
（
　
″

井

手

納

一

二

一

ノ

二

〇
仲
本
キ
ヨ
子
さ
ん
　
（
上

嘉
手
納
　
八

〇
仲
宗
恨
千
代
子
さ
ん
　
（
　
ん

嘉

手

納

一

三

四

〇
吉
盛
歌
子
さ
ん
　
　
（
中

嘉
手
納
　
三
三

〇
宮
城
秀
子
さ
ん
　
（
　
〃

書
手
納
　
七
〇

〇
大
湾
ト
ミ
さ
ん
　
　
（
北

＃
手
柄
　
二
九
七

〇
新
垣
敏
子
さ
ん
　
（
　
。

募
手
的
　
四
三
九
ノ
一

〇
桑
江
君
子
さ
ん
　
　
（
　
ク

）

区）
）

区）
）

区）
））

井
手
約
　
五
五
二

〇
運
天
ヨ
ミ
さ
ん
　
（

書
手
約
　
二
八
四

〇
此
薫
栄
子
さ
ん
　
（
南
　
区
）

水
　
釜
　
五
五
二

〇繭　純子さん　（　〃　）

水
　
生
　
五
六
二
ノ
二

〇
比
嘉
智
息
子
さ
ん
　
（
西
　
区
）

水
　
釜
　
一
一
二
ノ
三

〇斬垣敏子さん　　（　〃　）

嘉
手
納
　
五
四
九

〇
臭
聞
悦
子
さ
ん
　
（
　
ヶ
　
）

水
　
生
　
二
〇
二

〇
島
袋
シ
ズ
子
さ
ん
（
西
浜
区
）

水
　
生
　
三
七
三
ノ
二
五
三

〇
今
村
事
久
子
さ
ん
　
（
　
〃
　
）

水
　
釜
　
三
七
三
ノ
一
〇
二

〇
親
泊
チ
セ
子
さ
ん
　
（
　
ク
　
）

水
　
釜
　
三
七
九
ノ
三



昭和55年5月2日

嘉手納町概略図

広報かでな

▲当町では字東の一部を除いた全軍用地が認証済となる

－　3　－

軍
用
地
の
分
筆
・
新
規
登
録
も
可
1
－
－

沖
縄
県
の
区
域
内
に
お
け
る
位
置

境
界
不
明
地
域
内
の
各
筆
毎
の
土
地

境
罪
の
明
確
化
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
　
（
地
籍
明
確
化
法
）
　
に
よ
り
、

那
覇
防
衛
施
設
局
が
賽
施
し
て
き
ま

し
た
。

こ
の
度
、
裏
手
納
飛
行
場
地
域
の

地
図
及
び
簿
冊
が
調
査
結
果
に
基
づ

い
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果

固
t
調
査
法
に
よ
り
認
証
さ
れ
た
国

土
調
査
の
成
果
と
同
一
の
効
果
が
あ

る
も
の
と
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
三

目
三
十
一
日
付
で
、
内
閣
総
理
大
臣

の
認
証
指
定
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
認
証
の
地
域
は
、
嘉
手
納

飛
行
場
地
域
で
、
字
国
直
、
宇
野
国

字
野
里
、
字
東
、
字
兼
久
、
手
水
釜

字
幕
手
納
、
字
屋
良
の
軍
用
地
部
分

）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

宇
久
得
弾
薬
庫
地
域
に
お
い
で
は

昭
利
五
十
四
年
四
日
一
一
日
付
で
す
で

に
認
証
さ
れ
て
お
り
ま
す
っ

し
か
し
、
7
東
の
野
理
原
、
戯
玉

屋
原
の
両
小
字
は
、
地
主
全
U
の
合

意
が
得
ら
れ
ず
　
（
鵠
柑
和
解
が
成
且

せ
ず
）
今
回
の
認
証
が
出
来
ず
保
留

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
東
の
二
小
7
日
外
の
認
証
に

な
っ
た
地
域
で
は
、
分
筆
等
も
可
能

と
を
り
、
ま
た
、
析
規
登
録
も
詮
め

ら
れ
、
正
式
に
地
主
と
し
て
登
録
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

楽
詳
細
に
つ
い
て
は

税
務
凛
土
地
係
へ
ど
う
ぞ

春
の
行
政
相
談
週
間

－
　
五
月
十
一
日
～
十
七
日
　
－

行
政
相
談
週
間
は
、
国
民
の
福
祉

向
上
と
、
行
政
の
民
主
的
な
運
営
を

推
進
し
て
い
る
行
政
相
談
制
度
の
ヰ

旨
を
広
く
一
般
国
民
に
認
識
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で

町
に
お
い
て
は
、
行
政
相
談
委
員

が
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

役
所
（
国
・
県
・
町
）
　
の
仕
事
で

○
…
…
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
。

○
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

○
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い

○
不
親
切
に
さ
れ
た
。

な
ど
苦
情
、
相
談
の
あ
る
方
は
気

軽
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

こ
う
い
う
相
誠
を
扱
い
ま
す
。

道
路
、
河
川
、
農
地
、
郵
便
、

登
記
、
税
金
、
労
働
、
交
通
安
全

消
す
老
保
護
、
社
会
福
祉
、
恩
給

年
金
保
険
、
環
境
保
全
、
公
害
防

止
、
公
衆
衛
生
、
宅
地
住
宅
、
電

話
、
公
車
、
専
売
、
そ
の
他

私
人
間
の
争
い
ご
と
や
政
治
聞
眉

に
な
っ
て
い
る
も
の
は
扱
い
ま
せ
ん

申
し
出
は
こ
ち
ら
へ

沖
縄
行
政
監
察
i
森
所
相
談
室

郡
初
市
泉
ヰ
一
－
二
〇
ノ
三

（
琉
球
新
報
ビ
ル
六
階
）

電
話
　
六
六
－
〇
一
四
八

嘉
手
納
町
行
政
相
談
香
員

氏
名
　
幸
地
鳳
鴬
氏

住
所
　
手
水
釜
一
一
二

t
話
　
六
－
一
二
三
四

気
軽
に
口
頭
、
電
話
、
手
紙
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。



広報かでな

▲結婚記念柑棚第1号の古謝さん夫婦

野鳥との“共存”を考えよう
愛　鳥　週　間

昭和55年度

昭和55年5月2日

嘉手納町児童生徒数

屋良小学校 ��嘉手納小学校 ��嘉手納中学校 

児童数 �学級数 �児童数 �学級数 �生徒数 �学級数 

1年 �122 �4 �185 �5 �317 �8 

2年 �116 �3 �184 �5 �257 �6 

3年 �95 �3 �181 �5 �299 �7 

4年 �103 �3 �162 �5 � � 

5年 �115 �3 �185 �5 

6年 �128 �4 �169 �5 

特 �（13） �2 �（6） �1 �（14） �2 

計 �679 �22 �1，066 �31 �873 �23 

屋　良　幼　椎　園 ��嘉手納幼稚園 

児童数 �学級数 �児童数 �学級数 

93 �3 �154 �4 

－　4　一

5月31日までに

自動車税を納めましょう！

79－1627

79－1624
お問い合せは……沖縄県自動車税事務所（0988）

古
謝
髭
さ
ん
が
記
念
植
樹

結
婚
記
念
植
樹
第
一
号
に

鳥
、
と
く
に
野
鳥
は
、

公
害
な
ど
に
よ
る
凛
蝮

の
変
化
に
敏
感
で
す
。

生
息
条
件
の
ち
ょ
っ
と

し
た
変
化
も
鳥
た
ち
に

影
事
を
与
え
る
こ
と
が

多
く
、
気
が
つ
い
た
と

き
に
は
、
も
う
ど
こ
か

へ
引
っ
越
し
て
し
ま
っ

た
あ
と
だ
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

野
鳥
に
と
っ
て
す
み

よ
い
環
境
は
、
人
間
に

と
っ
て
も
よ
い
生
活
項

町
で
は
、
禄
豊
か
な
街
づ
く
り
の

推
進
の
二
項
と
し
て
、
人
′
年
度
か
ら

祈
婚
カ
ッ
プ
ル
に
記
念
植
樹
を
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
第
一
号

が
、
去
る
四
月
卜
六
日
、
半
裸
三
時

か
ら
屋
良
城
跡
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
ち

記
念
植
樹
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

カ
ノ
プ
ル
は
、
7
小
笠
九
九
二
番
地

の
古
謝
友
農
　
二
一
1
．
八
才
）
、
留
美

さ
ん
　
（
二
1
．
一
才
）
　
の
カ
ノ
プ
ル
で

前
い
二
人
の
愛
を
記
念
し
、
リ
ユ
ウ

キ
ュ
ウ
マ
ノ
が
二
人
の
手
で
植
え
ろ

れ
ま
し
た
っ
古
謝
さ
ん
は
　
「
第
一
‥
り

の
結
婚
記
念
植
樹
を
さ
せ
て
も
ら
い

光
栄
で
す
ゥ
　
木
が
枯
れ
を
い
よ
う
に

時
々
二
人
で
水
を
や
り
大
事
に
育
て

ま
す
。
】
　
と
尊
び
を
繕
っ
て
い
ま
し

た

轟
卜
的
町
は
の
方
で
、
結
婚
記
念

植
樹
を
こ
希
望
の
カ
ノ
プ
ル
は
、
町

役
場
都
市
計
画
諸
へ
ご
結
婚
一
週
間

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
－
一

尚
、
植
樹
用
の
樹
木
は
町
役
場
で

準
備
い
た
し
ま
す
ゥ

境
で
あ
る
と
い
え
ま
す
．

元
日
十
日
か
ら
十
六
日
は
　
■
愛
鳥

週
間
」
で
す
′
一
わ
た
し
た
ち
に
と
っ

て
生
清
環
境
保
右
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
な
る
野
鳥
と
の
〝
共
存
″
　
に
つ
い

て
、
い
ま
一
便
考
え
を
新
た
に
し
た

い
も
の
で
す
。

軍
用
地
内
の
参
拝
に
つ
い
て

申
請
は
一
週
間
前
に

知
花
弾
薬
庫
　
（
宇
久
得
）
内
の
拝

所
及
び
屋
敷
跡
地
等
へ
の
参
拝
の
作

に
つ
き
ま
し
て
、

現
地
米
軍
よ
り
、
参
拝
場
所
へ
の

エ
ス
コ
ー
ト
準
備
の
た
め
に
一
週
間

前
に
申
請
手
続
を
し
て
は
し
い
と
の

事
で
す
。

申
請
の
方
法
は
、
町
役
場
企
画
経

済
課
へ
氏
名
、
住
所
、
拝
所
場
所
を

明
確
に
し
申
請
手
続
を
し
て
下
さ
い
。



広報かでな昭和55年5月2日

始動した役場庁舎建設
県内外の新庁舎を視察

庁舎建言受委員会を発足

公共駐車場及び行政センター計画平面図

「
←1・那覇　　　　　　川・白58ン；純

一　　　　　　r T　－　　　－　　－

叫叫止一一一一⊥］叫擾些昼典型耳■

k

▲昭和弱年の完成を日ざし、暮々と庁舎建設の準備か進められている（施行の段階では若干の賓モもありうる。）

▲吉浜町長より婁■状の交付を受ける。

昭和55年5月2日広報かでな

▲吉浜町長より辞令を受ける‘■■袋さんい

事
手
納
町
庁
舎
等
建
設
委
員
に
対

す
る
辞
令
、
委
嘱
状
交
付
式
が
、
去

る
四
月
二
十
三
日
午
後
三
時
か
ら
、

中
央
公
民
館
小
会
蹟
室
で
行
わ
れ
、

吉
浜
町
長
か
ら
委
員
一
人
一
人
に
辞

令
、
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

吉
浜
町
長
は
、
式
の
中
で
「
析
庁

舎
は
、
百
年
の
計
で
計
画
し
、
後
世

に
悔
い
を
残
さ
を
い
立
派
を
役
場
庁

舎
を
建
設
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

各
委
員
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

交
付
式
の
後
、
第
一
回
の
建
設
香

山
会
譲
を
叩
き
、
委
員
の
互
遺
に
よ

り
香
り
良
に
勝
連
朝
蒲
氏
　
（
助
役
）

副
審
n
技
に
岩
井
凛
倍
氏
　
（
町
縫
合

副
班
長
）
が
邁
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
今
後
の
活
動
日
程
が
話
し
合

わ
れ
、
五
月
七
日
に
糸
満
市
、
宜
野

湾
市
の
庁
舎
視
察
、
五
月
十
二
日
か

ら
十
七
日
ま
で
の
五
泊
六
日
の
日
程

で
広
島
、
岡
山
両
県
の
四
市
町
庁
舎

を
視
察
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

建
設
番
目
は
1
．
六
名
で
、
斯
庁
舎

建
設
に
一
般
性
比
の
声
を
反
映
さ
せ

よ
う
と
い
う
事
で
、
町
内
各
種
相
伴

の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す

次
の
方
々
が
庁
舎
建
設
番
目
に
決

ま
り
ま
し
た
。

嘉
手
納
町
庁
舎
等
建
設
委
員

○
膠
通
朝
蒲
氏
　
　
　
（
助
役
）

○
奥
由
悪
市
氏
　
　
　
（
教
育
長
）

○
池
原
正
夫
氏
　
　
　
へ
総
総
課
長
）

○
浜
元
期
蝉
氏

○
大
成
朝
栄
氏

○
岩
井
義
信
氏

○
比
憂
寛
一
氏

○
宮
城
蔦
壷
氏

0
宮
平
永
治
氏

○
伊
波
　
栄
氏

○
小
磯
正
治
氏

（
建
設
課
長
）

（
町
職
員
代
表
）

（
町
班
会
副
班
長
）

（
町
縫
合
建
設

橙
活
香
月
長
）

（
町
議
会
総
務

財
政
委
員
長
）

（
町
縫
合
文
教

社
会
委
員
鹿
）

（
商
工
会
長
）

（
西
浜
区
自
治

会長）

○
善
友
名
朝
紀
氏
（
高
校
教
諭
）

○
亀
谷
畏
敬
氏

○
神
山
　
兼
氏

0
金
城
房
枝
さ
ん

○
章
友
名
朝
秀
氏

（
町
老
人
ク
ラ
ブ

会長）
（
町
青
年
会
）

（
町
婦
人
全
長
）

（
農
業
青
年
会
）

l
第
一
回
の
纏
世
委
員
会
由

今
後
の
活
動
日
程
が
鮨
し

合
わ
れ
る
。

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

提
州
期
限
は
正
目
末

五
円
は
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金

母
子
年
金
、
準
母
√
年
金
、
遺
児
年

金
、
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
時
期
で
、

用
紙
は
、
コ
ザ
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

こ
の
「
現
況
届
■
は
、
あ
な
た
や

官
族
の
状
態
を
ど
に
変
化
が
な
い
か

を
確
認
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け

ら
れ
る
か
を
調
べ
る
大
切
な
手
続
き

です。も
し
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
選
れ

た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
給
が
止

ま
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
日
ま
で
に

正
し
く
ご
記
入
の
上
、
コ
ザ
社
会
保

険
事
務
所
へ
返
送
し
て
下
さ
い
。

住
所
・
年
金
支
払
機
関
の

変
更
届
は
お
早
く

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、

自
分
の
住
所
や
、
年
金
を
受
取
る
銀

行
・
郵
伸
局
を
変
更
し
た
と
き
は
、

早
目
に
「
住
所
・
支
払
機
関
　
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
∩

も
し
、
変
更
届
が
遅
れ
ま
す
と
金

融
機
関
や
郵
便
局
へ
の
年
金
振
込
・

支
払
通
知
が
旧
住
所
へ
送
ら
れ
た
り

以
前
の
銀
行
や
郵
便
局
の
日
産
へ
年

金
が
振
り
込
ま
れ
る
か
、
‖
座
が
す

で
に
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
年

金
の
振
込
み
が
で
き
な
く
な
り
本
人

が
大
変
関
る
こ
と
に
在
り
ま
す
。

住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
の
撲
出
先

小
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金

東
京
都
杉
並
区
高
井
．
目
顔
三
ノ

丘
ノ
二
四
　
〒
－
∵
六
八

社
会
保
険
庁
・
年
金
保
険
部
・

業
務
荊
二
謀

②
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子

年
金
、
書
婦
年
金
、
遺
児
年
金

町
役
場
・
住
艮
謀
国
民
年
金
係

母
子
保
健
推
進
委
員
決
ま
る

1
母
子
保
健
の
向
上
に
寄
与
　
－

去
る
、
四
日
一
一
十
三
日
、
中
央
公

民
館
小
会
蹟
室
に
於
て
、
母
子
保
健

推
進
委
白
の
任
期
膚
了
に
伴
を
い
、

新
し
く
二
十
名
の
方
々
に
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

母
子
保
健
推
進
委
白
と
は
、
町
の

行
な
う
母
子
保
健
事
集
の
充
実
を
図

り
、
母
性
及
び
乳
幼
児
に
対
す
る
保

健
相
樺
、
健
康
診
盃
、
そ
の
他
の
措

置
を
講
じ
、
母
子
保
健
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
段
適
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

香
山
の
任
期
は
二
カ
年
で
、
人
′
期

は
新
し
く
五
名
の
方
が
入
れ
持
わ
り
、

二
十
名
の
方
々
に
吉
浜
町
長
か
ら
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
二
十
名
の
方
々
が
母
√
保
健

推
進
委
由
に
決
ま
り
ま
し
た
。

母
子
保
健
推
進
室
i

O
小
橋
川
幸
子
さ
ん
　
（
東
　
区
）

屋
　
良
　
九
二
五

○
池
原
美
恵
子
さ
ん
　
（

尾
　
長
　
二
〇
ノ
一

〇
金
城
廣
子
さ
ん
　
　
（

〇
校
堂
豊
子
さ
ん
　
　
（
　
″

井

手

納

一

二

一

ノ

二

〇
仲
本
キ
ヨ
子
さ
ん
　
（
上

嘉
手
納
　
八

〇
仲
宗
恨
千
代
子
さ
ん
　
（
　
ん

嘉

手

納

一

三

四

〇
吉
盛
歌
子
さ
ん
　
　
（
中

嘉
手
納
　
三
三

〇
宮
城
秀
子
さ
ん
　
（
　
〃

書
手
納
　
七
〇

〇
大
湾
ト
ミ
さ
ん
　
　
（
北

＃
手
柄
　
二
九
七

〇
新
垣
敏
子
さ
ん
　
（
　
。

募
手
的
　
四
三
九
ノ
一

〇
桑
江
君
子
さ
ん
　
　
（
　
ク

）

区）
）

区）
）

区）
））

井
手
約
　
五
五
二

〇
運
天
ヨ
ミ
さ
ん
　
（

書
手
約
　
二
八
四

〇
此
薫
栄
子
さ
ん
　
（
南
　
区
）

水
　
釜
　
五
五
二

〇繭　純子さん　（　〃　）

水
　
生
　
五
六
二
ノ
二

〇
比
嘉
智
息
子
さ
ん
　
（
西
　
区
）

水
　
釜
　
一
一
二
ノ
三

〇斬垣敏子さん　　（　〃　）

嘉
手
納
　
五
四
九

〇
臭
聞
悦
子
さ
ん
　
（
　
ヶ
　
）

水
　
生
　
二
〇
二

〇
島
袋
シ
ズ
子
さ
ん
（
西
浜
区
）

水
　
生
　
三
七
三
ノ
二
五
三

〇
今
村
事
久
子
さ
ん
　
（
　
〃
　
）

水
　
釜
　
三
七
三
ノ
一
〇
二

〇
親
泊
チ
セ
子
さ
ん
　
（
　
ク
　
）

水
　
釜
　
三
七
九
ノ
三



広報かでな

」　行　　事 ��時　　間 �場　所 

5月 

14日伽 �D．P．丁予防接種（2回目） � �中央公民館 

19日旧員 �北区集団横診説明会 � � 

21日㈱ �ポリオ予防接種 � �中央公民館 北区自治会 

23日（全） � � 

26日洞） � � 

27日（火 � �9：30～16：00 

30日（全〕 �3歳6カ月児健診　　　　　13：30～15：00 ��中央公民館 

6月 

2日旧i �安　産　学　級 � �中央公民館 中央公民館 

4日し水 �母子保健推進員会 � 

6日（企 �狂犬病予防注射 

9日個） �安　産　学　級 

13日（金） �北区集団検診 �9：30－16：叫 �北区自治会 
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甘広報や、で令
の

健

康

⑲

保
健
衛
生
農

強
い
歯
は
妊
娠
中
の
食
事
で

む
し
曲
に
な
り
に
ィ
、
い
強
い
柵
を

作
る
た
め
に
は
と
う
し
た
ら
よ
い
で

し
た
う
か
、
乳
価
は
、
赤
ら
ヾ
ん
が

ハ
ー
ま
わ
る
畔
に
は
胸
ィ
、
さ
の
小
に
か

／
、
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
と
ぐ
ち

あ
が
り
て
い
る
状
態
な
の
で
う

わ
丹
さ
ん
が
、
妊
娠
に
‥
八
か
∴
ノ
い

て
い
′
㌧
日
時
州
で
し
、
胎
児
が
否
つ

の
レ
一
▲
諸
に
腑
も
リ
ノ
、
∴
∴
n
T
ト
U
n

ま
㌻
rそ

こ
で
、
強
い
僻
を
作
る
た
め
に

は
、
妊
娠
中
の
わ
は
さ
ん
が
■
食
．

食
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
で
食
1
i
に

は
．
量
を
つ
け
て
ド
さ
い
r
　
特
に
、
†

孔
、
孔
製
‖
…
、
在
l
肉
、
人
．
兄
畑
、
地

物
油
、
い
も
柏
、
緑
苗
即
業
や
果
物

丁
を
と
り
、
，
㈹
い
り
や
け
こ
と
食
べ
■
り

力
∵
ら
小
爪
輔
は
男
め
て
食
へ
る
よ
・
，

に
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
に
必
要
な
栄
憂
素
は
、
カ
ル
ン

ウ
ム
だ
け
と
考
え
る
ガ
が
多
い
よ
う

で
す
。
も
ち
ろ
ん
カ
ル
シ
ウ
ム
は
必

要
で
す
が
、
リ
／
や
ビ
タ
ミ
ン
D
も

重
要
な
働
き
を
し
ま
す
し
、
ホ
ル
モ

ン
に
よ
る
凋
節
も
を
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
　
ま
た
、
僻
の
ヒ
ム
‖
は
た
ん
‖

椚
に
よ
り
て
作
′
1
ら
れ
ま
す
の
ぐ
、

良
門
の
た
人
目
‥
門
を
卜
分
に
と
る
必

革
が
あ
り
ま
す
へ

つ

ま

り

、

ハ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

栄

養
素
を
と
る
と
い
・
！
、
妊
鮎
中
の
わ

付
き
人
に
と
′
て
最
も
基
本
的
な
こ

と
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
鵬
を
丈
夫
に
す

る
た
め
に
も
役
立
つ
の
で
す
。

歯
の
構
造
と
栄
霊
葉

○
的
の
基
質
　
（
L
ム
‖
）
　
は

‥
‥
‥
…
良
質
の
た
ん
r
l
翫

0
柵
の
エ
ナ
メ
ル
餌
の
し
ん
日
は

…

‥

ピ

タ

ミ

／

A

O
鵬
の
縁
牙
餌
の
L
ム
日
は

…

‥

ビ

タ

ミ

ン

C

O
カ
ル
シ
ウ
ム
の
代
謝
や
石
灰
化
の

調
節
役

…

…

…

ビ

タ

ミ

ン

D

O
ポ
灰
化
の
た
め
の
材
料

…

…

カ

ル

シ

ウ

ム

・

リ

ン

¢
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

※
　
関
目
関
目
、
（
「
轟
r
納
こ
し
番

波
ウ
シ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

町
社
会
福
祉
脇
読
会
へ
十
万
円
の

地
、
伊
波
政
－
さ
ん
よ
り
、
故
伊
　
　
こ
寄
附
が
こ
ぎ
い
ま
し
た
。


